
 

 

 

 

 

 

 去る 7 月 23 日、主に公共工事を発注する行政機関の担当者にご出席いただき、発注機関

労働災害防止連絡協議会を開催しました。 

 本協議会は、建設工事を発注するに当たり、工事の計画・設計段階で安全衛生に配慮した

発注の促進及び労働災害防止対策に配慮していただくことを目的とした会議です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、当局の石黒衛生専門官より建設業において毎年多発する熱中症予防対策等について

並びに、山下安全専官より公共工事発注機関としての労働災害防止に関する留意事項について

説明が行われました。 

 各発注機関の活動事例発表においては、国土交通省宇都宮国道事務所における工事事故防

止「重点的安全対策」の活動について及び、宇都宮営繕事務所並びに栃木県の工事発注主管

課より、それぞれの発注工事の労働災害防止対策の事例紹介があり、建設業労働災害防止協

会栃木県支部役員からは、建設工事の安全衛生管理のために必要な工期や経費の設定、労働

災害防止に積極的な事業者への配慮等の工事発注に係る意見・要望がありました。 

最後に、工事発注に当たり留意するべき具体的な事項などについて活発な意見交換が行わ

れました。 

 

 

  

発注機関労働災害防止連絡協議会が開催

されました 

 

会議の冒頭、国土交通省宇都宮国道事務所の

今田
こ ん た

工事品質管理官及び小野里労働基準局長の両

名より、労働災害防止の重要性を要旨としたあい

さつがありました。 

議題に入り、吉田健康安全課長より労働災害防

止について、特に坑内・屋内などの自然換気の不

十分な建設現場内での有害ガス中毒の予防及び、

建設業の三大災害の１つである墜落・転落防止に

ついて添付のパンフレットにより説明が行われま

した。 

 

会議の冒頭あいさつをする小野里部長 



 

  

中毒災害及び熱中症災害予防を呼びかけるパンフレット 


